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国土交通省航空局交通管制部運用課長   

防衛省防衛政策局運用基盤課長   
防衛装備庁プロジェクト管理部事業計画官   

 
飛行検証及び飛行点検の整理に関する申し合わせ 

 
自衛隊の設置する飛行場に設定される飛行方式の飛行検証及び飛行点検の実施組織につ

いて下記のとおり申し合わせる。 
記 

 
１．設定及び改正飛行検証並びに初度及び特別飛行点検について 
（１）自衛隊管理の航空保安無線施設で構成される飛行方式：飛行点検隊 
（２）（１）の航空保安無線施設以外（米軍管理のものを除く）で構成される飛行方式 

：飛行検査センター 
（３）性能準拠型航法（PBN）による飛行方式：飛行検査センター 
（４）双方の航空保安無線施設で構成される飛行方式 
  ア 自衛隊管理の航空保安無線施設をもって構成される範囲：飛行点検隊 

イ アの航空保安無線施設以外をもって構成される範囲：飛行検査センター 
ウ ア及びイに該当しない場合：必要に応じ相互に協議して実施組織を決定する。 

 
２．定期飛行検証及び定期飛行点検について 
（１）自衛隊管理の航空保安無線施設で構成される飛行方式：飛行点検隊 
（２）（１）の航空保安無線施設以外（米軍管理のものを除く）で構成される飛行方式 

：飛行検査センター 
（３）性能準拠型航法（PBN）による飛行方式：飛行検査センター 
（４）双方の航空保安無線施設で構成される飛行方式 
   別添のとおりとし、今後の飛行方式設定・改正状況により飛行点検隊及び飛行検査

センターにて協議の上、適宜見直しを行う。また、不具合を確認した場合は、関係

機関に通知する。 
 
３．結果について 

第１項に関する飛行検証及び飛行点検結果については、関係機関に送付する。 
 
附則 

１． この申し合わせは、令和６年４月１日から施行する。 
２． この申し合わせに関し、改正等が必要な場合は相互に協議するものとする。 

以上 



定期検証実施組織整理表 別添
令和7年2月4日

松島 FIC 点検隊 理由 静浜 FIC 点検隊 理由

HYAKURI TR ○ 民間機が使用しないため OSHIMA DEP ○ 主に使用する施設による
小松（※１） FIC 点検隊 理由 浜松 FIC 点検隊 理由

NOTO DEP ○ 主に使用する施設による SAGRA DEP ○ 主に使用する施設による
KOMATSU REV DEP ○ 主に使用する施設による KOWA DEP ○ 主に使用する施設による
KAGA DEP ○ 主に使用する施設による ATSUM DEP ○ 主に使用する施設による
MIYAZU TR ○ 主に使用する施設による 明野 FIC 点検隊 理由

百里（※２） FIC 点検隊 理由 KOWA DEP ○ 主に使用する施設による
OGITU DEP ○ 主に使用する施設による 小月 FIC 点検隊 理由

OKUJI TR ○ 主に使用する施設による KUGA TR ○ 主に使用する施設による
NAKAH DEP ○ 主に使用する施設による FUKUOKA TR ○ 主に使用する施設による
HOKTA DEP ○ 民間機が使用しないため 防府 FIC 点検隊

HOKTA EAST DEP ○ 民間機が使用しないため YASAKA TR ○ 主に使用する施設による
MATSUSHIMA TR ○ 主に使用する施設による KUGA DEP ○ 主に使用する施設による
DAPPE DEP ○ 民間機が使用しないため 芦屋 FIC 点検隊 理由

HYAKURI TR ○ 主に使用する施設による ASHIYA EAST DEP ○ 主に使用する施設による
DAIGO ARR ○ 主に使用する施設による 築城 FIC 点検隊 理由

ILS X or LOC X RWY03R ○ 主に使用する施設による KUGA DEP ○ 主に使用する施設による
下総 FIC 点検隊 理由 HIMEH ARR ○ 主に使用する施設による

ILS Z or LOC Z RWY19 ○ 主に使用する施設による 目達原 FIC 点検隊 理由

ILS Y or LOC Y RWY19 ○ 主に使用する施設による TACAN A(CAT-H) ○ 民間機が使用しないため
岐阜 FIC 点検隊 理由 鹿屋 FIC 点検隊

NAGOYA DEP ○ 主に使用する施設による QUEEN DEP ○ 主に使用する施設による
（※１）小松VORTACの管理は、VOR：航空局　TACAN：防衛省となっており、整理を明確にするため小松VORTACを使用した全ての方式を記載している。
（※２）百里VORTACの管理は、VOR：航空局　TACAN：防衛省となっており、整理を明確にするため百里VORTACを使用した全ての方式を記載している。


